
 

   

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

・テレビや絵本に近付いて見る 

・明るい戸外でまぶしがる 

・目を細めて見る 

・上目遣いに物を見る 

・目つきが悪い、目が寄っている 

・見る時に首を曲げたり、頭を傾けた

りする 

ほけんだより 
2022.10 発行 

榛東南部こども園 

看護師 信澤･時田 
10月

 

もうすぐ待ちに待った運動会！園庭では子どもたちが練習を頑張る姿が見られます。季節の変わり目

は風邪を引きやすいので、体調管理に気をつけましょう。 

秋は気温差が激しいため風邪を引き

やすくなります。園でも鼻水が出てい

るお友達が多くみられます。ご家庭で

は背中を触るなどして確認し、汗をか

いているようなら衣服を取り替えてあ

げましょう。また、手洗い・うがいをこま

めに行う習慣を付け、規則正しい 

生活でウイルスを寄せ付けないよ 

うにしましょう。 

10月10日は 
目の愛護デー 

子どもの目は毎日発達していて、両

目の視力機能は６歳頃にほぼ完成する

と言われています。その後に視力が低

下するのは、幼い頃の姿勢や体の動か

し方が関係しているそうです。自然の

中で十分に遊ばせ、外の景色をたくさ

ん見せることでお子さまの視力を育て

ていきましょう。 

こんな見方は危険信号！ 

秋風邪に注意 

このような症状が見られると斜視

や弱視の可能性が考えられます。子

どもは視力が悪いことを自覚できな

いため、上記のような症状がないか

普段から気にかけて見るようにして

ください。 

秋は薄着の服装で 

10月になると肌寒く感じる朝が増え、

ついつい子どもに厚着をさせたくなりま

す。しかし、本格的な寒さを迎える前のこ

の時期に薄着の習慣を付けておけば、風

邪を引きにくい体になります。外気を肌で

直接感じることで自律神経が整い、病気

への抵抗力が高まるからです。“大人より

１枚少なめ”を目安に、薄手の衣服を重ね

るなどして、じょうずな体温調節を行いま

しょう。 


